
【2027大会キービジュアル /デザインコンセプト】

仙台国際ハーフマラソンを象徴する名所、定禅寺通の風景を、

ピクセルアートのグラデーションで表現しています。

大会ロゴにも用いられている格子状の意匠を、現代的なピクセルアートへと展開。

仙台らしさを感じさせながら、新鮮で洗練されたグラフィックに仕上げています。

上部には澄みわたる青空、下部には新緑のケヤキ並木。

その境界に散りばめた光のピクセルで、木々の間から差し込む木漏れ日を描いています。

一つひとつのピクセルに、ランナーそれぞれが胸に抱く想いや希望、

ゴールへ向かう力を重ねています。

無数の個性が集まることで生まれる、大会の一体感を表現しています。

仙台の美しい自然と、ランナー一人ひとりの物語を、

シンプルかつ現代的なグラフィックへと昇華させたデザインです。

また、Tシャツは、adidas 社製の 3本線が入ったボディを採用しています。


